
 

事業完了（廃止等）報告書 

 

調査研究期間等 

調査研究期間 委託を受けた日 ～ 平成２９年３月１７日 

調査研究事項 ≪委託研究Ⅱ≫ 

【福島県】 

ア 設置の需要に関すること 

 ・市町村教育委員会における入学に関する問合せ状況調査 

ウ 夜間学級の教員の配置や研修、教材その他学校運営に関する

調査 

 ・夜間学級の教員の勤務形態の在り方に関する研究 

 ・夜間学級のための教室確保の在り方に関する研究 

 ・夜間学級特有の指導方法についての研修プログラムの開発に

関する研究 

調査研究のねらい 当県における中学校夜間学級の設置にあっては、入学希望の実

績把握が困難であることや夜間学級の教育課程、教員の勤務態勢

等についてのノウハウがないこと等が課題であると考えている。 

 今年度はリーフレット等を活用した広報活動を行うことで夜間

学級への入学希望等に関する調査や、夜間学級の教育課程等、入

学要件や実態把握等についてもさらに研究を深める。 

調査研究の成果 

 

 

 

 

○  市町村教育委員会に対して文部科学省行政説明会を企画し

中学校夜間学級についての国の動向についての共通理解を図

ることができた。 

○  中学校夜間学級に関する第１回検討委員会を実施し、ニー

ズ調査の実施方法について協議するとともに、各市町村の課

題等について話し合うことができた。検討委員として昨年度

は４市を委嘱していたが、今年度は８市に拡大し、よりきめ

細かな調査研究ができるようにした。 

○ 千葉県大洲市立大洲中学校夜間学級を視察し、教育課程や教

職員の勤務形態、施設利用等について調査することができた。 

○ 「福島に公立夜間中学をつくる会」との連携を深め、情報を

収集することができた。特に、「福島に公立夜間中学をつくる

会」主催の「夜間中学を知る集い」では、検討委員のメンバー

も参加し、夜間中学ドキュメンタリー映画「こんばんは」の視

聴や、前川喜平前文部科学事務次官の講演を聴き、理解を事業

そのものはもちろん、事業の背景や基盤となる考え方を理解す

ることができた。 

○ 第２回検討委員会にて、ニーズ調査の結果をもとに県内の課

題を整理することができた。 

○ 中学校夜間学級へのニーズ調査をする上で、多様な情報



発信が不可欠であるとのことから、自治体の広報誌の活用

はもちろん、県教育委員会・教育事務所・各自治体のHPへ

の掲載や、ＴＶやラジオによる視覚的・聴覚的な情報発信

が実施できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


